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レアアー不の磁性機能

分子研など機構解明
磁性材開発に期待

分子科
学研究所と
広島

大学の研究グループ
はレ

アアースが磁性を持
つ仕

組みを解明した?セ
リウ

ム化合物の自虐電子
の密

度を温度変化で観察する

ととでわかった｡
ハイプ

･リッド自動車などに使わ

一れるモーターの高性
能化

につながる可
能
性
があ

る
｡

レア
アー
スの一つであ

る

セリ
ウム
の化合物につ

い

てシンク
ロトロン光と

い

う特殊な

光を用いて'

温

度による
電子状態の変

化

を調べ
た｡

化合物が
持つ一部の自

由

電子の密
度が､特定の

温

度で周期

的に変化する

｢
電荷密度

彼｣が発生し

空

間分布が
不均Tになる

こ

とがわか
った｡温度を

下

げながら
観察する過程

で

この不均
一性が訂23

4

度Cでめ

ちぎとして現

れ

始め'訂

244度Cに

な

ると完全

な電荷密度彼

が

できあが
る｡同温度を

境

に佳
日物の
磁性は常磁

性

から反
強
磁性に変わ

る

｡研究
グループでは､今

回

明ら
かになったメカニ

ズ

ムを
用いることで新た

な

磁性材料の
開発が期待

で

きる

としている一


